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広報やちよ

主な内容

◎やちよ応援クーポン券・・・２ページ

◎八菜まゎ～る号の利用者登録・・・３ページ

◎議会だより・・・１４～２１ページ

写真：町子ども会ツリークライミング事業の様子

　　　（関連記事８ページ）

グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で

　
　
　
　
　
　
　

笑
顔
が
満
開
！
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やちよ応援クーポン券
　             町内で買って！食べて！   町に笑顔を！

（11 月 24 日現在）

令和３年１月 31 日（日）

　　　 までに使ってね！

町内で買って！食べて！   町に笑顔を！

やちよ応援クーポン券
町内で買って！食べて！   町に笑顔を！
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問：まちづくり推進課総合戦略室（内線３２３０）< クーポン券取扱店舗一覧 >

この、のぼり旗がある

お店が目印です！



3　　広報やちよ№ 734　2020.12 月号

　自宅と停留所登録のある町内の公共施設
や医療機関、商業施設などを乗り合いで送
迎する事前予約制の乗り物です。
　事前に利用者登録をすることで、町民の
方ならどなたでも、お一人様１乗車 300 円
で利用できます。

車の運転ができない方でも、買い物、通院、リフレッシュ
などのために、お出かけすることができるようになります。

利用登録申請書をご記入い
ただきます。家族の代表者に
よる申請で、家族全員分の
登録が可能です。

利用登録証を発行します。
また、無料お試し券６回分

（１世帯１冊）とオリジナル
グッズをプレゼントしてい
ます。

※無料お試し券の使用期限は
　令和３年３月 31 日（水）
　までです。

【八菜まゎ～る号概要】

【利用者登録】

ステップ１ ステップ２ ステップ３

【停留所一覧】

【停留所設置事業者募集】

利用者登録の手順

Point

八菜まゎ～る号に乗って、こんな場所へ行くことができます！

　　 買い物

　　飲食店

　　散　髪

　 公共施設

　茨急バスで

　古河駅方面へ
（役場で乗り換え）

　　 病　　院

　　歯科医院

　　金融機関

　  郵 便 局 　　 温　泉

　 （憩遊館）

　　読　書

　 （図書館）

車の運転ができない方でも、買い物、通院、リフレッシュ
などのために、お出かけすることができるようになります。

※乗降できる場所は、自宅と停留所
　登録のある施設・店舗に限ります。

停留所は随時更新していきます！
事業者の皆さまのご登録お待ちして
います！

など

  など

問い合わせ
まちづくり推進課企画政策係

（内線３２１０）

停留所は随時更新していきます！

Point

八菜まゎ～る号の利用者登録をした方に
無料お試し券６回分をプレゼント！！

八菜まゎ～る号って何？

利用登録者

５００人
突破！

ステップ１

申請に来られる方の本人確認
書類（運転免許証、健康保
険証等）を持って、平日の
午 前 8 時 30 分 ～ 午 後 ５ 時
15 分に役場３階まちづくり
推進課までお越しください。
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「その火事を防ぐあなたに金メダル」
～冬の火災に注意しましょう～

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

︻
３
つ
の
習
慣
︼

　
〇
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る
︒

　
〇
ス
ト
ー
ブ
は
︑
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た

　
　
位
置
で
使
用
す
る
︒

　
〇
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
時
は
︑

　
　
必
ず
火
を
消
す
︒

︻
４
つ
の
対
策
︼

　
〇
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
︑
住
宅
用
火
災

　
　
報
知
器
を
設
置
す
る
︒

　
〇
寝
具
︑
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

　
　
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
︑
防
火
品
を
使
用
す
る
︒

　
〇
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
︑

　
　
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
︒

　
〇
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
︑

　
　
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
︒

　空気が乾燥して、火災が発生
しやすい季節になりました。
　昨年の 11 月～２月にかけて
八千代町消防団が出動した件数
は 11 件と、決して少なくありま
せん。火災で悲しむ人が少しで
も減るように、いのちを守る７つ
のポイントを意識して過ごして
いきましょう。

【防火標語】

　

八
千
代
町
消
防
団（
小
菅
康
司
団
長
）

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

対
策
を
し
な
が
ら
、火
災
出
動
の
ほ
か
、

毎
月
２
回
の
巡
回
・
点
検
や
全
国
火
災

予
防
運
動
な
ど
の
啓
発
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
災
害

に
日
頃
か
ら
備
え
、
町
の
皆
さ
ん
の
生
命

や
財
産
、
そ
し
て
自
分
の
大
切
な
人
た

ち
を
守
る
た
め
、
日
夜
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

町
の
た
め
に
懸
命
に
活
動
し
て
い
る

消
防
団
員
の
方
々
の
お
陰
で
、
私
た
ち

の
安
心
安
全
な
生
活
が
守
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
、
一
人
ひ
と
り
が
火
災

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

一緒に活動してくれる仲間を募集しています !

　他に本業を持ちながら、権限と責任を有する非常勤
特別職の地方公務員です。
　消防職員と協力して消火活動や近隣住民の安全確保
など、災害の種類に応じて様々な活動をしています。

消防団員とは？

消防団員の待遇は？
　公務災害補償制度や、活動に必要な装備品の貸与の
ほか、一定年数以上勤務して退団された方には、退職
報奨金制度などがあります。

詳細・問い合わせ先
消防交通課消防係　（内線３４３０）
または近くの消防団（分団）へお問い合わせください。
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　令和３年２月 16 日（火）～３月 15 日（月）の期間、役場
１階特設会場で町県民税申告および確定申告の申告相談を
行います。　　
　新型コロナウイルス感染症対策として、お客様の待ち時
間短縮や効率的な会場運営のため、今回の申告相談から、
下記内容の申告は役場ではなく、税務署またはパソコンやス
マートフォンでの申告をお願いすることになりました。

以下の内容は税務署で申告してください！

町県民税等の申告相談に関するお知らせ

①　「住宅借入金等特別控除」の適用を初めて受ける申告
②　配当所得の申告
　※総合課税・分離課税のいずれもお受けできません。
③　分離課税の申告
　　（株式・不動産等の譲渡所得、先物取引にかかる雑所得、上場株式
　　  等の配当所得）
　※ただし、土地等の収用を受けた場合には役場会場で申告可能です。
④　「日本国外に居住する親族」にかかる扶養控除等の適用を受ける申告
⑤　「雑損控除」「外国税額控除」「損失繰越」の適用を受ける申告
⑥　青色で確定申告を行う事業主の申告
⑦　確定申告書の控えに「税務署収受」の受付印を必要とする方
　※役場では確定申告書の控えに収受印の押印ができないので、直接
　　税務署で確定申告をしてください。
⑧　消費税・贈与税・相続税に該当する方の確定申告
⑨　令和３年１月１日以前に亡くなった方の準確定申告

  直接税務署で申告してください

自宅のパソコンやスマホでも確定申告書が作れます！

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」を
利用すると、自宅で簡単に確定申告書の作成ができます。
確定申告期間中は 24 時間いつでも利用可能です。
作成した申告書は印刷して税務署へ郵送するか、ｅ－ Tax
で送信して提出してください。

（確定申告書作成コーナー： https://www.keisan.nta.
go.jp/kyoutu/ky/sm/top#bsctrl）

確定申告書作成コーナー
　　   （国税庁 HP）

【ｅ－ Tax で送信する時に準備すること】

マイナンバーカードを　　
使って送信

 用意するものは２つ

①マイナンバーカード
② IC カードリーダー
   またはマイナンバー  
   カード対応のスマート
   フォン

対象端末一覧

 ＩＤとパスワードで送信

税務署に「ＩＤ・パスワー
ド方式の届出」が必要

事前に申告する本人が顔
写真付き本人確認書類を
お持ちのうえ、税務署で
手続きをしてください。

問い合わせ
税務課住民税係（内線１５２０）

　　　　   下館税務署

住所：茨城県筑西市丙 116-16
             筑西しもだて合同庁舎
電話：0296-24-2121
開庁日時：月曜日～金曜日
　　　　午前 8 時 30 分～午後 5 時
※土・日・祝日・年末年始は閉庁
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長寿支援 問：長寿支援課
　　介護保険係（内線 1240）介護給付費通知書をご存じですか？
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広告

　介護サービスを利用されているご家庭には、年 4 回 (6・9・12・3 月 ) 下表のような介護給付費通知書が
届きます。　
　これは「介護給付費適正化事業」の一つとして実施しているものです。介護サービスを必要とする方に真
に必要なサービスを事業所が適切に提供するよう、事業所に促すことや、利用者自らが確認することで、事
業所に支払った金額やサービスの不正請求を防止することを目的に実施しています。

町 の 人 口 に 対 す る
65 歳以上の人口は、
年々増加しており、
まもなく 30％を超
える見込みです。

過剰な介護給付を抑制するため、町では県と共同で、以下のような取り組みも行っています。

①ケアマネジメントの適正化（ケアプラン点検）　
　　介護支援専門員（ケアマネジャー）が作成した居宅介護サービス計画・介護予防サービス計画の記載内容について、
　　利用者の自立支援のために適切な内容になっているか、町が点検を行います。
②住宅改修の点検　
　　改修の事前申請時に、被保険者の身体の状況や工事見積書、写真、図面を確認し、適正であるか確認します。工事後
　　も事後確認を行い、事前の書類と現場を照らし合わせることで不用な住宅改修の防止を図ります。　
③福祉用具貸与調査　
　　軽度者の福祉用具貸与について、医師の所見やサービス担当者会議の記録をもとに適正か確認しています。　
④縦覧点検・医療情報との照らし合わせ　　
　　茨城県国民健康保険団体連合会の給付実績をもとに、提供されたサービスの整合性を確認し、介護保険と医療保険の　
　　重複請求がないか確認しています。疑義のある事業所には聞き取りを行い、必要に応じて給付費の返還を求めます。

サービス月 サービス事業所 サービス種類 /
サービス略称

サービス
日数 / 回数

利用者負担額
合計額（円）

サービス費用
合計額（円）

令和×年〇月 〇〇居宅介護
　支援事業所 居宅介護支援 16,000

令和×年△月 〇〇デイサービス 通所介護 20 26,942 269,419 

あなたが介護
サ ー ビ ス を
利用した年月
です。

あなたに介護
サ ー ビ ス を
提 供 し た 事
業所です。

介護サービス
の種類です。

介護サービスに
対する費用の総
額です。この費
用の７～９割相
当分が、保険者
である八千代町
から支払われて
います。

その月に利用した介護サービスの
日数または回数です。※この通知によって、支払いを行う必要はありません。

介護給付費通知書

あ な た が 事 業 所 で 支
払った金額で、サービス
費用合計額の１～３割
です。利用料の軽減を
受けている方は、実際
に支払った金額と異なる
場合があります。
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 福　祉 問：福祉課
　　社会福祉係（内線 1410）ＳＴＯＰ！コロナ差別！
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健康増進 問：健康増進課保健係
　　（保健センター内）
　　℡ 0296-48-1955

基礎代謝が上がる冬こそ体を動かしましょう！

①ストレッチで体をほぐしましょう！
太もも裏のストレッチ 太もも前のストレッチ ふくらはぎのストレッチ

膝をやや伸ばした状態で身体
を前屈。足首を 20 秒曲げて
20 秒伸ばす。

膝を軽く曲げた状態で片足を後
ろに引き、おへそを前に突き出
すように太ももを前に伸ばす。

膝を伸ばした状態で足を後ろ
に引き、おへそを前に突き出
すように太ももを前に伸ばす。

②ながら運動で脂肪を燃焼しましょう！

①両足を肩幅に
開き、まっすぐ
に立つ

②右腕と左太も
もが床と平行に
なる高さまで上
げ１秒間キープ

③①の姿勢に
手足を戻して
１秒間キープ

④左腕と右太も
もに入れ替えて
おこなう

⑤
①～④を 30 秒間
続ける

①両腕を肩の高さまで
上げて前に伸ばす。両
足は床から少し上げる

②手足の指をゆっくり
開けたり閉じたりする

つらい時は、肘を
曲げたり足を床に
ついてもＯＫ ③

①～②を 10 回
繰り返す

 

そ
の
場
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

  

グ
ー
パ
ー
運
動

コロナ差別の “加害者 ”にならず、
　　　　　　　　負のスパイラルを断ち切ろう！

正しい知識

うわさ話や SNS 等の無
責任な情報をすぐに信じ
ず公共機関が発信する情報
を確認しましょう。

思いやりの心

相手の立場になって考え
人と人との心のつなが
りを大切にしましょう。

差別を受けたり、見かけたりしたら
　　　　　　“ コロナ差別に関する相談窓口 ” まで

【一般の方】
新型コロナウイルス感染症に関する特設人権窓口
℡：029-301-2613（平日午前 9 時～午後 5 時）

【学校関係】
いじめ・体罰解消サポートセンター
℡：0296-22-7830（平日午前 9 時～午後 4 時 30 分）

未知のウイルスに対する不安や
恐怖心から、本能的に人を遠ざ
けようとする心理が偏見を生
み、差別的な行動に繋がる。

差別される側になる不安が、体調
が悪くても医療機関の受診を
ためらわせ、治療の遅れや、
さらなる感染拡大に繋がる。

誹謗中傷
いじめ
嫌がらせ

治療の遅れ
集団感染

冷静な行動

自らの感染を防ぐよう
行動をするとともに、
落 ち 着 い て 行 動 し ま
しょう。
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町公式アプリを登録すると、
町公式 SNS が簡単に見ること
ができます。

Topicsまちの話題
iPhone 版 Android 版

訪問活動をする様子
　

10
月
26
日
、
町
更
生
保
護
女

性
会
（
相
澤
純
子
会
長
）
と
町

消
防
団
女
性
団
員
、
下
妻
警
察

署
が
合
同
で
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
宅
の
見
守
り
訪
問
を
実
施

し
ま
し
た
。
訪
問
先
で
は
、
冬

に
か
け
て
の
火
災
や
、
空
き
巣

被
害
の
増
加
に
伴
う
戸
締
り
や

防
犯
な
ど
に
つ
い
て
注
意
喚
起

を
し
「
困
り
ご
と
が
あ
っ
た
ら

遠
慮
な
く
相
談
し
て
く
だ
さ

い
」
と
声
を
か
け
、
一
人
ひ
と

り
と
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

木
の
上
で
自
然
を
感
じ
る

　

11
月
７
日
、
町
子
ど
も
会
育

成
連
合
会
（
小
竹
孝
一
会
長
）

が
、
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ジ
ャ
パ
ン
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
柴
山
利
幸
氏
ら
を
講
師

に
招
き
、
八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ

レ
ッ
ジ
憩
遊
館
で
ツ
リ
ー
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
し
た
町
内
の
４
年
～
６
年
生

13
人
は
２
班
に
分
か
れ
て
挑

戦
。
徐
々
に
コ
ツ
を
掴
ん
で
、

木
の
上
か
ら
普
段
と
は
違
う
目

線
で
自
然
を
体
感
し
ま
し
た
。

町
子
ど
も
会
で
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
実
施

助
け
合
い
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
へ

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
へ
見
守
り
訪
問ロープを使って木を登る参加者

　

町
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
、
長

年
に
渡
り
、
町
の
地
域
社
会
へ
の
福
祉

増
進
に
貢
献
し
て
き
た
功
績
か
ら
、
渡

邊
あ
つ
子
さ
ん
（
今
里
）
と
小
林
清
さ

ん
（
伊
勢
山
）
が
茨
城
県
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
か
ら
、
髙
野
尚
子
さ
ん
（
仁

江
戸
東
）
が
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委

員
連
合
会
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
11
月
12
日
、
役
場
町
長

室
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
野
村
町
長
は

「
大
変
す
ば
ら
し
く
、
今
ま
で
一
つ
ひ

と
つ
や
り
遂
げ
て
来
ら
れ
た
努
力
の
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
３
人
の
功
績
を
称

え
、
表
彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

地
域
福
祉
へ
貢
献

民
生
委
員
児
童
委
員
の
３
人
が
表
彰左から渡邊さん、小林さん、髙野さん

　

あ
い
さ
つ
声
か
け
運
動
は
、

家
や
学
校
、
地
域
な
ど
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を
広

げ
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
町
青
少
年
相
談
員
協
議
会

（
北
島
直
廣
会
長
）
で
は
、
11

月
５
日
～
12
日
に
か
け
て
町
内

の
小
中
学
校
と
高
等
学
校
の
登

校
時
に
実
施
。
11
月
11
日
に

は
、
八
千
代
高
等
学
校
で
行
わ

れ
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
一
日
の
始
ま
り
に
元
気
な
あ

い
さ
つ
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

登校時の生徒にあいさつをする様子

あ
い
さ
つ
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

町
内
の
学
校
で
あ
い
さ
つ
声
か
け
運
動
を
実
施

　

11
月
10
日
、高
島
建
設(

株)

（
髙
嶋
幸
夫
社
長
）
が
、
常
陽

銀
行
の
未
来
の
夢
応
援
債
事
業

を
活
用
し
、
中
結
城
小
学
校

（
中
島
洋
子
校
長
）に
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
と
ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
各
ク
ラ
ス
に
１
個
ず

つ
寄
贈
し
ま
し
た
。
髙
嶋
さ
ん

は
「
母
校
の
中
結
城
小
学
校
に

少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
」
と
話
し
、
中
島
校
長
は

「
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
た
め
に

中
結
城
小
学
校
へ
ボ
ー
ル
を
寄
贈

髙嶋社長（右から２人目）と目録を受け取る
中島校長（左から２人目）
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スポーツコーナー 問：総合体育館
　　℡ 0296-48-2469

スポーツ大会の結果

広告

　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
■第 75 回八千代町秋季ミニバスケットボール大会

〔と　き〕10 月３日（土）、４日（日）
〔ところ〕八千代町総合体育館
〔主　催〕八千代町スポーツ少年団、八千代町ミニ
バスケットボールスポーツ少年団

〔主な結果〕
優　勝　川西ＭＢＣ
準優勝　中結城ＭＢＣ
第３位　下結城ＭＢＣ

■第 65 回八千代町グラウンド・ゴルフ定期大会
〔と　き〕10 月 27 日（火）
〔ところ〕八千代町民公園
〔主　催〕八千代町体育協会
〔主な結果〕

男子の部
優　勝　金子次雄（健友会）
準優勝　小口幸男（若）　
第３位　諏訪兼四郎（さくら）
第４位　内藤勝雄（ＦＧＧ）
第５位　弦巻巌（健友会）
女子の部
優　勝　杉田幸子（健友会）
準優勝　久保谷利子（ＦＧＧ）　
第３位　中山貞子（健友会）
第４位　鈴木きみい（ＴＧＧ）
第５位　平田ハルイ（ＴＧＧ）優勝した川西ＭＢＣの皆さん

　10 月 20 日～ 23 日に大阪府で開催された、第 97 回関西
学生陸上競技対校選手権大会（関西インカレ）に立命館大学
３年の坂尻有花さん（菅谷西）が出場しました。坂尻さんは、
1500 ｍの部（4’28”97）、5000 ｍの部（16’33”95）、10,000
ｍの部（35’37”37）でそれぞれ１位となり、見事三冠を達成
しました。

関西学生陸上競技対校選手権大会で三冠

三冠を達成した坂尻さん

　９月 25 日～ 28 日に茨城県で開催された、第 61 回茨城県
高等学校新人陸上競技大会に下妻第一高等学校１年の中山和海
さん（袋）が出場しました。中山さんは、800 ｍの部（1’58”61）
で第３位となり、10 月 24 日～ 25 日に群馬県で開催された第
24 回関東高等学校新人陸上選抜競技選手権大会に出場し力走
を見せました。

茨城県高等学校新人陸上競技大会で第３位
関東高等学校新人陸上選抜競技選手権大会へ出場

力走する中山さん
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小
こ や の

谷野 結
ゆ

 愛
め

さん（西豊田小６年）

　

私
は
、
い
つ
も
家
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て

い
る
お
母
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。
洗
た
く
や
食
器
洗

い
な
ど
の
家
の
こ
と
を
や
っ
て
く
れ
た
り
学
校
に

持
っ
て
い
く
物
な
ど
に
名
前
を
書
い
て
く
れ
た
り
し

て
く
れ
る
お
母
さ
ん
。
習
い
事
の
お
く
り
む
か
え
を

し
て
く
れ
た
り
、
仕
事
を
お
そ
く
ま
で
が
ん
ば
っ
て

く
れ
る
お
母
さ
ん
。
私
は
そ
ん
な
お
母
さ
ん
が
と
っ

て
も
大
好
き
で
す
。
い
つ
ま
で
も
そ
ん
な
お
母
さ
ん

で
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
私
も
そ
ん
な

お
母
さ
ん
に
な
り
た
い
で
す
。
優
し
く
て
し
っ
か
り

者
の
お
母
さ
ん
が
本
当
に
大
好
き
で
す
。
な
の
で
、

私
は
お
母
さ
ん
の
こ
と
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
お
母
さ
ん
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
ら
今
度
は

私
が
め
ん
ど
う
を
見
て
あ
げ
た
い
で
す
。

大
好
き
な
お
母
さ
ん

　いっぱい喧嘩す
る け ど、 い つ も
くっついて離れな
い兄弟♡これから
も元気いっぱいす
くすく育ってね♡

父　貞章さん
母　彩佳さん

飯
いいむら

村　泰
たいしん

心・音
お と

心ちゃん
 平成 28 年２月 11 日生まれ
 平成 30 年６月 24日生まれ
 　　　　　　　　　　（菅谷西）

美
み

 紗
さ大 好 き な人

笑顔がいいね !♥

さん （母）

いつも笑顔でかわ
いいりょうくん！
２ 歳 に な っ て お
しゃべりが上手に
なったね！これか
らもたくさん食べ
て 元 気 に 育 っ て
ね！

父　賢祐さん
母　めぐみさん

大
おおやなぎ

柳　遼
りょう

ちゃん　
 平成 30 年８月７日生まれ
 　　　　　　　　　（二ツ釜）

み ん な の 広 場
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※みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報・シティプロモーション係まで
TEL 0296-48-1111（内線 3510）

　
現
在
何
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

一
人
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
大
学

に
通
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
系
の
研
究
職
に
就

き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
自
主

的
に
勉
強
し
た
り
、
将
来
的
に
起

業
も
考
え
て
い
る
の
で
企
業
で
イ

ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
も
働
か
せ
て

い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
学

生
生
活
で
は
、
勉
学
の
ほ
か
、
中

学
生
か
ら
続
け
て
い
る
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
部
活
に
入
っ
た
り
、
興
味

が
あ
る
統
計
デ
ー
タ
分
析
の
講
座

に
参
加
し
、
自
分
で
デ
ー
タ
を
分

析
し
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　
は
た
ち
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

に
参
加
し
た
理
由
は
？

　
自
分
の
手
で
人
生
の
節
目
の
大

き
な
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
ワ
ク
ワ
ク
し
、
町
民
と
し

て
参
画
で
き
る
貴
重
な
機
会
と

思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
例
年
と

は
違
い
開
催
に
関
す
る
制
限
が
厳

し
い
状
況
で
す
が
、
そ
の
中
で
作

り
上
げ
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
の
一
生
の

思
い
出
に
な
る
式
典
を
実
行
委
員

で
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　　
二
十
歳
を
迎
え
て
ど
ん
な
大
人

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
か
？

　

変
化
が
加
速
す
る
社
会
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
成
長
し
続
け
ら
れ

る
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。ま
た
、

周
り
に
流
さ
れ
ず
、
善
悪
の
判
断

が
き
ち
ん
と
で
き
、
自
分
が
最
善

だ
と
感
じ
た
判
断
を
貫
け
る
大
人

で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
八
千
代
町
に
つ
い
て

ど
ん
な
思
い
が
あ
り
ま
す
か
？

　
豊
か
な
自
然
と
ゆ
っ
た
り
し
た
時

間
の
流
れ
の
中
で
の
び
の
び
と
自
由

に
育
つ
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
自
分

の
核
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
大

切
な
場
所
で
、
将
来
は
町
に
戻
り
、

自
分
の
研
究
成
果
な
ど
で
恩
返
し
し

て
い
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　（太田）
古
ふるはし

橋 郁
ふみひと

一さん 令和３年はたちのつどい実行委員長
に就任しました。

ＱＡ

ＱＡＱＡ

インタビュー

町民の皆さまを

　　　ご紹介していきます !

ＱＡ

町長コラム vol. ２

ともにつむぎ　ひびきあう　協奏のまちへ 
 　　　　　　　　　　　　－  第６次総合計画のポイント ～その２～  －

　去る 11 月 12 日、八千代町総合計画審議会から、
第 6 次八千代町総合計画基本構想（以下新計画）の
答申をいただきました。
　新計画における、八千代町像は「ともにつむぎ　
ひびきあう　協奏のまち　八千代」としております。

「つむぎ」ですが、非常に良い響きに聞こえます。漢
字では「紬」でありますが、最近生まれてくる子ど
もの名前に、この字をあてる親御さんが非常に多い
ということです。夢と希望、そして期待が伺えるお
洒落な名前であると感じました。
　「つむぎ」　この言葉から、20 年後の将来像を想像す
ると、昭和 54 年から続く八千代町伝統のコミュニティ
に支えられた「人との関わり　地域との関り　自然と
の関わり」などを大切につむぎ、布を織りあげていく
ように、まちづくりが仕上がる姿が思い浮かびます。

この言葉の持つ魅力でもあろうかと思います。
　さて、新計画を策定するにあたって大変重要となる
のが、将来人口の予測であります。八千代町の人口は、
国勢調査によると平成 7 年（1995 年）の 25,008 人
をピークに減少傾向が続き、　国立社会保障・人口問
題研究所の推計では、令和 12 年（2030 年）の人口は、
18,750 人になり、ピーク時から 6,258 人の減少とな
ります。今回の新計画は、定住促進・結婚・出産・子
育てに関わる支援策の強化により、この令和 12 年の
人口減少を 19,500 人に抑えようとするものです。具
体策については次回以降に述べさせていただきます。
　新型コロナウイルス感染症が再び拡大している中
ではありますが、町でも町民の皆様に安心・安全な
生活をしていただけますよう対策を講じてまいりま
す。ご理解・ご協力をお願い申し上げます。
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お 知 ら せ 版
№ 695

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
最
新
情
報
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
（
内
線
３
６
１
０
）　　

　

12
月
10
日
～
16
日
は
北
朝
鮮
人

権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
で
す
。
こ

れ
は
、「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ

の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し

つ
つ
人
権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解

明
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を

　

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

が
、
令
和
３
年
４
月
に
小
学
校
に

入
学
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
（
母
子

家
庭
、
父
子
家
庭
）
の
お
子
さ
ん

に
入
学
祝
品
（
学
用
品
）
を
贈
り

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方

は
、
役
場
福
祉
課
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
該
当
す
る
方

で
も
、申
し
込
み
が
な
い
場
合
は
、

配
布
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

申
込
方
法　

福
祉
課
子
育
て
支
援

室
（
内
線
１
４
３
１
）
に
申
し
込

み申
込
期
限　

１
月
８
日
（
金
）

　

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

０
２
９
‐
２
２
１
‐
７
５
０
５

　

は
た
ち
の
つ
ど
い
を
開
催
し

ま
す
。
二
十
歳
を
迎
え
る
方
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
10
日
（
日
）
午
前
10

時
～
（
受
付
は
午
前
９
時
～
）

場
所　

総
合
体
育
館

持
ち
物　

開
催
ハ
ガ
キ

※
会
場
内
は
、
新
成
人
の
み
の
入

場
と
な
り
ま
す
。

　　　　

就
職
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不
安

を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

12
月
17
日
（
木
）
午
後
２

時
～
４
時

場
所　

中
央
公
民
館
１
階
会
議
室

対
象
者　

就
職
の
悩
み
が
あ
る
15

歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
方
ま
た
は
保

護
者
・
関
係
者

申
込
期
限　

12
月
16
日
（
水
）

　

い
ば
ら
き
県
西
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

０
２
９
６
‐
54
‐
６
０
１
２

　

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

い
方
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

12
月
18
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料　

無
料

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
完
全

予
約
制
で
す
。）

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５　

問

問

お

知

ら

せ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

就
職
す
る
と
決
め
た
あ
な

た
を
応
援
し
ま
す
！

TEL

TEL

12 月の納税等
町・県民税（第４期）

国民健康保険税（第６期）
後期高齢者医療保険料（第６期）

介護保険料（第５期）
納期限は 12 月 24 日（木）です

税 務 課　（内線 1520）
国保年金課　（内線 1310）
　　　　　   （内線 1330）
長寿支援課　（内線 1240）

問

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
子
さ

ん
に
入
学
祝
品
を
贈
呈

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
に

対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

問

パブリックコメントを募集します 町税等の滞納整理を実施します
　町税等は、さまざまな行政サービスを町民の皆さま
に提供していくうえで、欠くことのできない貴重な自
主財源です。大多数の方は納期限内に納付となってい
いますが、一部の方が未納となっているため、財源と
公平性確保の観点から特別滞納整理を実施します。期
間中、担当職員がご自宅に電話や訪問をする場合があ
りますので、ご理解ご協力をお願いします。なお、納
税に関する相談は随時受け付けていますので、お早め
にご来庁ください。

実 施 期 間　12 月 14 日（月）～ 25 日（金）
対象町税等　町県民税、固定資産税、軽自動車税、
　　　　　　国民健康保険税、介護保険料、後期高
　　　　　　齢者医療保険料

※納付については、感染症等流行の状況下でも安心
便利な口座振替をご利用ください。

問い合わせ　税 務 課 収 納 管 理 係 　（内線１５３０）
　　　　　　長寿支援課介護保険係　（内線１２４０）
　　　　　　国保年金課医療年金係　（内線１３３０）　　

は
た
ち
の
つ
ど
い
を
開
催

し
ま
す

　町では、高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画
の策定を進めています。計画策定にあたり、皆さま
からのご意見を募集します。
〇募集期間　12 月 14 日（月）～ 28 日（月）
〇閲覧場所　町ホームページおよび長寿支援課窓口
※意見の提出方法等は、町ホームページをご覧にな
　るか、担当係までお問い合わせください。
問い合わせ　
長寿支援課介護保険係（内線１２４０）

水道水の放射能測定結果をお知らせします
採水場所 採水日 放射性セシウム (Bq/kg) 管理目標値

浄水場出口 10 月 13 日
134Cs 不検出

10Bq/kg
137Cs 不検出

（検査日：10月 14日 検査機関：㈱江東微生物研究所 )
■不検出とは、測定結果が検出限界値 (1Bq/kg 以下 ) を
下回ったことを意味します。
■町の水道水に含まれている県西水道水の水質検査結
果は、茨城県企業局のホームページ (http://www.pref.
ibaraki.jp/bukyoku/kigyou/) で公表しています。
問い合わせ　上下水道課上水道係　 ℡ 0296-48-2037

TEL 問
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●人口 21,750 人 (1,249) ●男 11,452 人 (1,031) ●女 10,298 人 (218)
●世帯数 7,712 世帯 (1,074)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 11 月１日現在

防災行政無線の放送内容は電話で確認ができます ☎ 0296-49-4321

し
め
る
盆
栽
。
ゆ
っ
く
り
と
永
く

楽
し
め
る
趣
味
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
？
町
と
共
催
の
作
品
展
示
や

移
動
研
修
な
ど
も
あ
り
、
楽
し
く

学
べ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。見
学
も
歓
迎
し
ま
す
。

活
動
日　

毎
月
第
２
日
曜
日　

午

後
１
時
30
分
〜
５
時

場
所　

中
央
公
民
館

年
会
費　

３
０
０
０
円

　

盆
栽
ク
ラ
ブ
代
表　

河
口

　

０
２
９
６
‐
48
‐
０
７
７
２

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県

自
然
博
物
館
で
は
、
会
計
年
度
任

用
職
員
（
展
示
解
説
員
）
を
募
集

し
ま
す
。

雇
用
期
間　

令
和
３
年
４
月
１
日

〜
令
和
４
年
３
月
31
日
（
再
任
用

あ
り
）
※
令
和
３
年
３
月
中
に
事

前
研
修
あ
り

勤
務
日
時　

週
４
日
交
替
制
（
土

日
祝
日
含
む
）
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
15
分

職
務
内
容　

入
館
者
に
対
す
る
展

示
品
・
資
料
の
解
説
、
案
内
業
務
、

入
場
券
の
販
売
お
よ
び
改
札
業
務

募
集
人
数　

若
干
名

給
与　

月
額
14
万
９
７
０
０
円

（
令
和
２
年
度
支
給
額
）
※
通
勤

費
・
賞
与
・
有
給
休
暇
あ
り
。

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入
。

申
込
期
限　

１
月
８
日
（
金
）

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県

自
然
博
物
館

　

０
２
９
７
‐
38
‐
２
０
０
０

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し

み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。
授
業
は
、
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自

然
科
学
な
ど
約
３
０
０
の
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
選
択
で
き
ま

す
。ま
た
、全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
送

付
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

授
業
料　

１
科
目
１
万
１
０
０
０

円
（
入
学
金
は
別
）　

出
願
期
間　

第
１
回
は
２
月
28
日

（
日
）
ま
で
、
第
２
回
は
３
月
１

日
（
月
）
～
16
日
（
火
）

　

放
送
大
学
茨
城
学
習
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
‐
２
２
８
‐
０
６
８
３

目
的
と
し
て
い
ま
す
。　

　

下
妻
警
察
署

　

０
２
９
６
‐
43
‐
０
１
１
０

　

県
税
事
務
所
で
は
、
主
に
次
の

２
種
類
の
証
明
書
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
申
請
前
に
ど
ち
ら
の
証
明

書
が
必
要
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
税
額
な
ど
の
証
明
書
②
未
納
が

な
い
こ
と
の
証
明
書

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

○
申
請
者
の
印
鑑
（
法
人
は
法
務

局
に
登
録
し
て
あ
る
代
表
者
印
）

○
本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
付
き

の
も
の
）

○
証
明
手
数
料（
１
件
４
０
０
円
）

○
直
近
（
２
週
間
程
度
）
に
納
付

し
た
場
合
は
、
そ
の
領
収
書

※
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
委

任
状
が
必
要
で
す
。

　

茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

　

０
２
９
６
‐
24
‐
９
１
８
４

　

創
り
、
育
て
、
飾
る
こ
と
を
楽

問TEL

募

集

県
税
の
納
税
証
明
書
に
つ

い
て

問TEL

TEL

八
千
代
町
盆
栽
ク
ラ
ブ
会

員
募
集

問

問TEL 問

年末年始休館のお知らせ
　町内の各施設が下記のとおり休館となります。ご不
便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。

施設名 休館日 問い合わせ

中央公民館 12/25（金）～
              1/4（月）

0296-
48-1515

歴史民俗資料館 12/25（金）、28（月）
           ～ 1/4（月）

0296-
48-0525

総合体育館
12/25（金）～
              1/4（月） 総合体育館

0296-
48-2469

体育センター

町民公園貸出業務

テニスコート
12/28（月）

1/1（金）
1/4（月）

※ 12 月 25 日（ 金 ） ～ 27 日（ 日 ）、29 日（ 火 ）
～ 31 日（木）、1 月２日（土）、３日（日）のテニ
スコートは 12 月 24 日（木）午後５時までに申請
した方のみ利用可能です。

下館税務署短期非常勤職員募集

職務内容　①パソコン入力・書類整理等
　　　　　 ②確定申告会場での相談者のパソコン操
　　　　　作補助等
　　　　　 ③下館税務署管内の各市町申告会場での
　　　　　 相談者のスマホ申告操作補助
雇用期間　①②令和３年１月初旬～３月末までのう
　　　　　 ち１～３カ月程度
　　　　　 ③令和３年２月 10日～３月 12日まで
                  のうち 10日間程度（下館税務署で３日間
　　　　    の研修あり）
勤務時間　午前９時～午後５時のうち５時間半～
　　　　　７時間（休憩時間１時間）
勤務場所　①②下館税務署（筑西しもだて合同庁舎）
　　　　　③下館税務署管内の各市役所・町役場（筑
　　　　　  西市、常総市、桜川市、下妻市、八千代町）
応募資格　基本的なパソコン操作ができる方
募集人数　①30人程度②10人程度③10人程度（各
　　　　　 市町２人程度）　　　　
賃　　金　①時給 930 円　②③時給 950 円
　　　　　 ※別途交通費補助あり
申込方法　電話連絡のうえ、履歴書（写真付）を郵送

問い合わせ　下館税務署総務課　℡ 0296-25-3390

茨
城
県
自
然
博
物
館
展
示

解
説
員
募
集

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募

集
の
お
知
ら
せ

TEL

八千代町役場　（代）☎ 0296-48-1111
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◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
２
億
７

１
８
９
万
７
０
０
０
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
１
０
３
億
７
４
９
８

万
８
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
商
品
券

配
布
事
業
、
町
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作

成
業
務
委
託
料
を
含
む
総
務
管
理

費
１
億
３
９
０
３
７
万
円
。
診
療

所
や
保
健
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備

更
新
工
事
を
含
む
保
健
衛
生
総
務

費
４
５
３
１
万
４
０
０
０
円
。
農

業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
処
理

負
担
金
、
憩
遊
館
新
生
活
様
式
対

応
環
境
整
備
事
業
工
事
請
負
費
を

含
む
３
４
４
９
万
４
０
０
０
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
63
万
４

０
０
０
円
減
額
し
、
予
算
総
額
を

30
億
４
９
３
５
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
、
職
員
人
件
費

を
含
む
１
８
６
万
円
を
減
額
。
被

保
険
者
保
険
税
還
付
金
、
県
補

助
金
償
還
金
を
含
む
諸
支
出
金

１
２
２
万
６
０
０
０
円
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。

９月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１７９

令和元年度歳入歳出決算・水道事業決算を認定

可
決
し
た
議
案
内
容

◇
教
職
員
定
数
改
善
及
び
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
に
係
る

意
見
書
の
提
出

　

計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
に

よ
る
少
人
数
学
級
の
推
進
と
義
務

教
育
に
係
る
予
算
措
置
の
堅
持
を

要
請
す
る
も
の
で
す
。

【
提
出
先
】

・
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長

・
内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣

・
総
務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激

な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確

保
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
地
方
財
政
の
悪
化
が
予
見

さ
れ
る
た
め
、
財
政
需
要
に
対
応

で
き
る
地
方
財
政
対
策
や
地
方
税

制
改
正
を
求
め
る
も
の
で
す
。

【
提
出
先
】

・
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長

・
内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣

・
総
務
大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣

・
経
済
産
業
大
臣
・
内
閣
官
房
長
官

・
経
済
再
生
担
当
大
臣

・
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
担
当
大
臣

　令和２年第３回定例会は、９月 23 日から 30 日までの８日間の日程で開催されました。
　この定例会では、議員提出議案２件のほか、町執行部から令和元年度決算をはじめ、条例改正など 18 議案
が提案され、審議の結果、全ての議案を原案のとおり可決しました。
　一般質問は９月 28 日と 29 日に行われ、９人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより

◇
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

関
す
る
も
の
で
、
無
償
化
の
対
象

と
な
る
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
子

ど
も
と
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
保

育
を
必
要
と
す
る
０
歳
か
ら
２
歳

ま
で
の
子
ど
も
を
区
分
す
る
よ
う

条
例
の
内
容
を
整
理
す
る
も
の
で

す
。

◇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正　
　

　

緊
急
経
済
対
策
の
閣
議
決
定
に

伴
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
一
定
の
収
入

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
、

国
民
健
康
保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
減
免
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

で
す
。

◇
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正　
　

　

緊
急
経
済
対
策
の
閣
議
決
定
に

伴
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
一
定
の
収
入

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
、

介
護
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
減

免
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で

す
。

◇
令
和
元
年
度
一
般
会
計
予
算
継

続
費
精
算
報
告
書

　

平
成
30
年
度
か
ら
２
カ
年
事
業

と
し
て
設
定
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー

施
設
更
新
事
業
継
続
費
精
算
を
報

告
す
る
も
の
で
、
支
出
済
み
額
は
９

億
７
０
４
３
万
４
０
０
０
円
で
す
。

◇
令
和
元
年
度
健
全
化
判
断
比
率

等
　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
監

査
委
員
の
意
見
書
を
添
付
し
、
健

全
化
判
断
比
率
等
を
報
告
す
る
も

の
で
す
。

◇
税
条
例
等
の
一
部
改
正　
　

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

町
民
税
関
係
で
は
１
人
親
家
庭
に

対
す
る
公
平
な
税
制
を
実
現
す
る

観
点
か
ら
、
婚
姻
歴
の
有
無
や
性

別
に
よ
る
不
公
平
を
解
消
す
る
も

の
、
低
未
利
用
土
地
等
を
譲
渡
し

た
場
合
の
長
期
譲
渡
所
得
に
関
す

る
課
税
特
例
を
創
設
す
る
も
の
。

た
ば
こ
税
関
係
で
は
軽
量
な
葉
巻

た
ば
こ
か
ら
紙
巻
た
ば
こ
の
本
数

へ
の
換
算
方
法
を
見
直
す
も
の
で

す
。

● 

議
員
提
出
議
案

● 

報　

告

● 

条　

例

● 

予　

算

今
号
は
９
月
定
例
会
の
開
催
時
期
が
遅
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
発
行
時
期
を
遅
ら
せ
て
お
り
ま
す
。
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◇
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
を

求
め
る
請
願

　

国
の
施
策
と
し
て
、
全
国
の
ど

こ
に
住
ん
で
い
て
も
一
定
水
準
の

教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
条
件
整

備
を
行
う
意
見
書
を
国
の
関
係
機

関
に
対
し
提
出
す
る
よ
う
要
請
す

る
も
の
で
す
。

【
提
出
者
】

　

茨
城
県
教
職
員
組
合

　
　

杉
山　

繁
さ
ん

　
　
　
　
　

（
審
議
結
果　

採
択
）

◇
小
中
学
校
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
整
備
工
事
請
負

　

株
式
会
社
富
士
通
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
関
越
支
社
と
６
０
４
０
万
７

６
０
０
円
（
税
込
）
で
契
約
を
す

る
も
の
で
す
。

◇
小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購

入
　

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
茨

城
支
社
Ｌ
Ａ
営
業
部
と
１
億
１
８

３
０
万
７
２
０
０
円
（
税
込
）
で

契
約
を
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
及
び
７

つ
の
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計

の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
常

任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
、
審

議
し
た
結
果
、
全
て
原
案
の
と
お

り
認
定
し
ま
し
た
。

◇
令
和
元
年
度
水
道
事
業
剰
余
金

の
処
分

　

未
処
分
利
益
剰
余
金
１
億
４
３

１
４
万
４
０
３
７
円
を
建
設
改
良

積
立
金
に
積
み
立
て
る
も
の
で

す
。

◇
旧
八
千
代
町
立
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
解
体
工
事
請
負

　

大
里
産
業
株
式
会
社
と
５
８
３

０
万
円
（
税
込
）
で
契
約
を
す
る

も
の
で
す
。

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

現
委
員
の
野
口
晴
江
氏
が
９
月

30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

た
め
、
左
記
の
方
を
新
た
に
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

松
村
恵め

ぐ

み美
さ
ん
（
松
山
）

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
同
意

　

現
委
員
が
９
月
30
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
左
記
の

方
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

新
井　

泉
さ
ん
（
新
井
）

　

斉
藤　

実
ま
こ
と

さ
ん
（
水
口
）

◇
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に

旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
６

月
に
支
給
さ
れ
た
期
末
手
当
を
減

額
し
た
も
の
で
す
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４

０
５
３
万
１
０
０
０
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
１
０
０
億
８
１
９
７

万
２
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
小
中
学

校
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入

費
を
含
む
事
務
局
費
１
億
２
１
４

９
万
１
０
０
０
円
、
小
学
校
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
航
事
業
委
託
料
を

含
む
小
学
校
費
１
５
０
３
万
４
０

０
０
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
７
９

１
万
８
０
０
０
円
増
額
し
、
予
算

総
額
を
１
０
０
億
９
９
８
９
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
町
長
合

同
葬
会
場
設
営
運
営
委
託
料
を
含

む
一
般
管
理
費
７
０
０
万
円
、
町

長
選
挙
費
１
０
９
１
万
８
０
０
０

円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
３
２
０

万
１
０
０
０
円
増
額
し
、
予
算
総

額
を
１
０
１
億
３
０
９
万
１
０
０

０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
、
町
議
会
議
員

補
欠
選
挙
費
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。

取り壊しになる旧学校給食センター
（菅谷地内）

第３回定例会における議案等の審議結果

● 

人　

事

● 

専
決
処
分

● 

請
願
・
陳
情

● 

契　

約

● 

決　

算

● 

そ
の
他

審議内容

議 員

旧八千代町立学校給食センター
解体工事請負契約の締結について

（審議結果　可決）
1　　　谷中　理矩 ○

2 関　　眞幸 ○

3 安田　忠司 ×

4 増田　光利 ○

5 大里　岳史 ×

6 廣瀬　賢一 ○

7 上野　政男 ○

9 生井　和巳 ○

10 大久保　武 ○

11 水垣　正弘 ○

12 小島　由久 ○

13 宮本　直志 ○

14 大久保敏夫 ×

議長 中山　勝三 －

賛成…○　反対…×

 　今定例会で審議された議案等のうち、意見が分かれ
た案件のみを掲載しています。なお、記載のない議案
等については、全会一致（全員が賛成）で可決（承認、
認定、同意）をしています。審議の詳しい内容は、議
会のホームページの会議録（12 月中旬頃掲載予定）を
ご覧ください。

額
し
た
も
の
で
す
。
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に
対
し
て
き
ち
ん
と
し
た
計
画
を

立
て
、
早
期
に
整
備
改
善
さ
れ
る

よ
う
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・ 
１
級
町
道
３
号
線
の
整
備
計
画

に
つ
い
て

企
画
財
政
部
長　

農
業
の
振
興
は

町
の
重
要
施
策
の
一
つ
で
す
。
幅

広
く
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
第

６
次
総
合
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い

け
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

町　

長　

引
き
続
き
首
都
圏
へ
の

生
鮮
食
料
品
供
給
基
地
と
し
て
、

農
業
の
後
継
者
や
新
規
参
入
者
の

確
保
を
図
り
、
そ
の
支
援
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

　

農
地
や
自
然
林
だ
っ
た
土
地
が

住
宅
用
地
や
工
場
用
地
へ
と
利
用

が
変
化
し
た
た
め
、
雨
水
の
調
整

機
能
が
失
わ
れ
、
流
出
量
が
激
増

し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
山
川

と
鬼
怒
川
と
の
合
流
地
点
の
排
水

機
場
の
整
備
を
提
案
し
ま
す
。

町　

長　

県
で
は
昨
年
度
か
ら
山

川
の
排
水
計
画
の
検
証
を
行
い
、

関
係
機
関
で
協
議
、
対
策
案
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

農
業
経
営
の
安
定
や
暮
ら
し
の

安
全
の
た
め
に
も
、
河
川
の
早
期

整
備
を
県
に
引
き
続
き
要
望
し
、

問
題
の
解
決
に
向
け
て
地
元
土
地

改
良
区
や
関
係
市
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
で
は
地
球
温
暖
化

の
影
響
が
顕
著
で
あ
り
、
世
界
で

は
経
済
へ
の
打
撃
や
食
料
輸
入
品

の
高
騰
が
農
林
水
産
業
の
衰
退
な

ど
を
招
い
て
い
ま
す
。
当
町
で
も

農
業
に
今
後
影
響
が
出
る
の
で
は 安田 忠司 議員

未
来
に
向
け
て
持
続
可
能

な

農

業

経

営

に

つ

い

て

な
い
か
と
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、

農
業
経
営
の
コ
ス
ト
を
低
減
さ
せ

る
た
め
に
も
、
現
在
策
定
中
の
総

合
計
画
に
反
映
さ
せ
、
５
年
後
、

10
年
後
を
見
据
え
る
べ
き
で
す
。

　

国
際
的
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
国
境
を
越
え
る
移
動
が
規
制

さ
れ
る
流
れ
に
あ
り
ま
す
。
農
業

用
ビ
ニ
ー
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行

う
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
町
が
主
導

し
て
行
う
べ
き
で
す
。

産
業
建
設
部
長　

国
で
は
農
業
の

生
産
活
動
を
持
続
さ
せ
て
い
く
た

め
、
環
境
保
全
型
農
業
や
農
業
に

お
け
る
食
品
安
全
、
環
境
保
全
、

労
働
安
全
な
ど
の
持
続
可
能
性
を

確
保
す
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
場
生
産
工

程
管
理
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
も
、
特
産
品
を
開
発
す

る
取
り
組
み
に
対
し
て
「
八
千
代

町
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
支
援

事
業
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
用
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
後

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は

重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
国
や
県

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
に
通
学
路
で
あ
る
こ

と
を
知
ら
せ
る
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
以
来
進

展
が
あ
り
ま
せ
ん
。
町
と
し
て
の

対
策
を
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

平
成
25
年
に
Ｓ

字
カ
ー
ブ
の
解
消
と
歩
道
整
備
の

要
望
書
を
行
政
区
長
か
ら
町
を
通

じ
て
県
に
提
出
し
、
そ
の
後
も
毎

年
、
町
で
は
県
に
要
望
を
し
て
い

ま
す
が
、
現
状
で
は
本
格
的
な
整

備
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
道
路
は
県
が
管
理
す
る
路

線
で
す
の
で
、
引
き
続
き
要
望
し

て
い
く
と
と
も
に
、
用
地
交
渉
な

ど
に
積
極
的
に
協
力
し
、
早
期
に

整
備
さ
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

町　

長　

こ
の
区
間
は
見
通
し
が

悪
い
う
え
に
歩
道
も
未
整
備
で
、

過
去
に
は
死
亡
事
故
も
発
生
す
る

な
ど
、
危
険
な
箇
所
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
や
道
路
を
利
用
す
る

方
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
、

町
と
し
て
道
路
管
理
者
で
あ
る
県

粟
野
地
内
Ｓ
字
カ
ー
ブ
の
整
備
改
善
を

　

仁
江
戸
地
区
の
小
中
学
生
は
粟

野
地
内
Ｓ
字
カ
ー
ブ
を
通
り
通
学

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
部
分
は
県

道
高
崎
坂
東
線
の
区
間
で
あ
り
通

行
量
が
多
く
、
大
型
車
も
通
行
す

る
う
え
見
通
し
が
悪
く
な
っ
て
お

り
、
大
変
危
険
な
箇
所
で
す
。
昨

年
か
ら
仁
江
戸
方
面
か
ら
の
小
学

生
の
通
学
路
が
Ｓ
字
カ
ー
ブ
の
南

側
か
ら
回
り
道
を
す
る
よ
う
変
更

に
な
り
、
交
通
事
故
の
危
険
性
は

低
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

中
学
生
の
通
学
や
地
元
住
民
の
通

行
の
危
険
が
去
っ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
県
に
対
し
20
年
以
上
整

備
を
要
望
し
、
そ
の
ほ
か
に
も
行

政
区
、
交
通
安
全
協
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

か
ら
も
県
に
改
善
を
要
請
し
て
い

ま
す
。
地
元
の
県
議
会
議
員
の
協

力
も
あ
り
、
平
成
27
年
に
は
車
の 生井 和巳 議員

町
政
を
問
う
！　

一
般
質
問
に
９
名
が
登
壇

県道高崎坂東線のＳ字カーブ
（粟野地内）
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Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
今
後

の
運
営
方
針
に
つ
い
て
は
過
去
に

質
問
し
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
と
協
議
の

う
え
施
設
の
廃
止
を
含
め
検
討
を

す
る
と
の
答
え
で
し
た
。
そ
の
後
、

施
設
の
外
観
は
何
ら
変
わ
ら
な
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
落
ち
込
む
消
費
や

需
要
を
喚
起
し
、
地
域
経
済
の
回

復
を
目
的
に
近
隣
市
町
村
で
は
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
町
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
も
こ
の
よ
う
な
事
業
が
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
町
の

考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町　

長　

当
町
で
は
「
や
ち
よ
応

援
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
事
業
」
と
し

て
、
町
内
の
飲
食
店
や
小
売
店
で

利
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
事

業
所
支
援
事
業
」
と
し
て
、
「
い

ば
ら
き
ア
マ
ビ
エ
ち
ゃ
ん
」
の
登

録
と
、
感
染
症
対
策
を
行
う
小
売

店
、
飲
食
店
、
生
活
関
連
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
の
事
業
所
に
対
し
て
一

律
５
万
円
を
支
給
す
る
事
業
を
計

画
し
て
お
り
、
事
業
所
に
お
け
る

感
染
症
対
策
の
徹
底
と
事
業
者
支

援
を
行
い
ま
す
。

廣瀬 賢一 議員

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

様
子
で
す
が
、
対
応
状
況
を
伺
い

ま
す
。

教
育
長　

海
洋
セ
ン
タ
ー
は
昭
和

59
年
に
開
所
以
来
、
海
洋
性
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
と
し
て
運
営

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
開
所
か
ら

36
年
が
経
過
し
、
施
設
も
老
朽
化

し
て
き
て
お
り
ま
す
。
Ｂ
＆
Ｇ
財

団
と
も
協
議
を
し
ま
し
た
が
、
安

全
性
を
考
慮
し
て
、
上
屋
シ
ー
ト

を
撤
去
し
た
屋
根
の
な
い
屋
外

プ
ー
ル
と
し
て
の
運
営
を
し
て
き

ま
し
た
。
周
囲
に
目
隠
し
用
シ
ー

ト
を
設
置
し
、
休
憩
場
所
と
し
て

テ
ン
ト
を
設
営
す
る
な
ど
、
利
用

者
の
安
全
対
策
を
図
り
な
が
ら
運

営
を
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
一
般
利
用
者
の
他
に

も
幼
稚
園
、
保
育
園
へ
の
開
放
や

小
学
生
を
対
象
に
水
泳
教
室
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
小

中
学
校
の
体
育
の
授
業
で
の
利
用

も
含
め
て
、
よ
り
良
い
方
向
性
を

出
せ
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

と
し
て
そ
う
い
っ
た
企
業
と
の
連

携
の
受
け
皿
を
設
置
す
る
意
向
が

あ
る
の
か
を
伺
い
ま
す
。

町　

長　

国
で
は
「
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
」
の
支
援
を
推
進
し

て
お
り
、
県
で
は
産
学
官
金
が
連

携
し
て
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
」
が

行
う
優
れ
た
技
術
シ
ー
ズ
の
発

掘
、
事
業
化
か
ら
定
着
ま
で
の
一

貫
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
に
お
い
て
は
「
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
」
や
「
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
」
と
協
定
を
結
び
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
デ
ー
タ
を
活
用

し
て
自
治
体
が
抱
え
る
課
題
を
解

決
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
町
と
し
ま
し
て
は
、
先
進

的
な
技
術
で
事
業
を
立
ち
上
げ
よ

う
と
す
る
民
間
企
業
や
、
そ
れ
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
関
係
団
体
な
ど
、

受
け
皿
と
な
る
体
制
の
整
備
に
つ

い
て
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
当
町
の
課
題
に
合
っ
た

手
法
を
検
討
す
る
た
め
、
先
進
自

治
体
の
事
例
を
調
査
し
て
い
き
ま

す
。
当
町
で
は
農
業
関
連
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
と
の
連
携
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
町
内
で
は
人
工

ス

タ

ー

ト

ア

ッ

プ

企

業

と

の

連

携

に

つ

い

て

　

現
在
、
当
町
に
は
少
子
高
齢
化

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
は
じ

め
、
諸
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

東
京
の
人
口
も
減
少
に
転
じ
た
と

の
都
の
推
計
も
あ
り
、
よ
り
一
層

先
人
に
学
び
な
が
ら
、
柔
軟
な
町

政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
当
町
に
は
ま
だ
人
材
の

原
石
が
眠
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
町
内
の
人
、
物
、
技
術
だ

け
で
は
山
積
す
る
課
題
を
解
決
す

る
の
は
難
し
い
状
況
で
す
。
周
辺

自
治
体
で
は
最
先
端
の
技
術
や
取

り
組
み
な
ど
、
新
し
い
価
値
を
生

み
出
す
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
」

と
連
携
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

す
事
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
連
携
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
行

政
だ
け
で
は
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に

届
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
分

野
に
お
い
て
、
行
政
に
代
わ
る
「
新

し
い
公
共
」
と
し
て
の
役
割
を
望

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
、
町 谷中 理矩 議員

光
型
植
物
工
場
で
の
野
菜
の
試
験

栽
培
が
始
ま
る
動
き
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
、
今
後
、
産
業
活
性

化
に
向
け
て
連
携
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・ 「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
つ
い

て
（
役
場
業
務
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
の
実
施
状
況
と
今
後
の
展

望
、
町
の
施
設
を
活
用
し
た
就

労
者
の
「
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
」

推
進
）

開所後 36 年経過する
海洋センター
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を
対
象
と
し
た
成
人
式
で
選
挙
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
付
な
ど
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
政
治
を
身
近
な

も
の
と
し
て
捉
え
、
選
挙
に
参
加

す
る
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
特
に
若
年
層
の
投

票
率
向
上
の
た
め
の
啓
発
事
業
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

町　

長　

選
挙
権
年
齢
が
引
き
下

げ
ら
れ
、
若
者
の
積
極
的
な
政
治

参
加
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
「
自
分
た
ち
が
政
治
に
働

き
か
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
の
効
果

が
あ
る
」
と
い
う
自
信
や
信
頼
を

持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
投
票

率
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

当
町
と
し
て
も
、
若
年
層
の
投

票
率
向
上
に
努
め
、
若
者
が
政
治

に
参
加
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
教
育
支
援
員
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
に
選
挙
権
年
齢
が
20

歳
以
上
か
ら
18
歳
以
上
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
地
域
や
選
挙

の
種
類
を
問
わ
ず
、
ど
の
選
挙
で

も
若
年
層
で
あ
る
10
代
、
20
代
の

投
票
率
が
い
ま
ひ
と
つ
伸
び
悩
ん 関 眞幸 議員

若

年

層

の

投

票

率

向

上

を

で
い
る
状
況
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
当
町
の
若
年
層
の
投
票
率
と
、

投
票
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
ど

の
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い
る
の

か
を
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

直
近
で
投
票
が
行
わ

れ
た
の
は
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
し
た

が
、
そ
の
投
票
率
は
10
代
で
40
・

77
％
、
20
代
で
41
・
27
％
と
な
り
、

全
体
で
の
投
票
率
69
・
51
％
と
比

べ
て
低
い
水
準
で
し
た
。

　

投
票
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

当
町
で
は
選
挙
期
間
中
に
広
報
車

で
の
広
報
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
若
年
層
に
向
け
て

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
中
学
３

年
生
を
対
象
と
し
た
「
18
歳
の
わ

た
し
へ
」
と
題
し
て
未
来
の
自
分

に
宛
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て

も
ら
い
、
３
年
後
に
有
権
者
と

な
っ
た
自
分
宛
て
に
郵
送
さ
れ
て

く
る
と
い
う
事
業
の
ほ
か
、
小
中

学
生
を
対
象
と
し
た
選
挙
啓
発
ポ

ス
タ
ー
の
コ
ン
ク
ー
ル
、
中
高
生

を
対
象
と
し
た
実
際
の
投
票
箱
や

記
載
台
を
使
っ
た
生
徒
会
選
挙
な

ど
で
の
模
擬
投
票
体
験
、
新
成
人

況
を
質
問
し
ま
す
。

教
育
長　

当
町
で
は
、
米
、
み

そ
、
豆
腐
、
メ
ロ
ン
、
梨
、
白
菜
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
タ
ス
、
ネ
ギ
、
玉

ネ
ギ
、
モ
ヤ
シ
な
ど
を
地
場
産
物

と
し
て
学
校
給
食
に
活
用
し
て
い

ま
す
。
毎
月
、
「
地
産
地
消
八
千

代
の
日
」
を
設
け
、
献
立
や
食
育

だ
よ
り
を
通
し
て
活
用
状
況
を
お

知
ら
せ
し
な
が
ら
食
育
に
生
か
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
当
町
は
巨
大
な
野
菜

の
産
地
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
納
入
業
者
が
少
な
い
た
め
単

価
が
高
く
な
り
が
ち
で
、
食
材
費

も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
思
う
よ
う

に
活
用
で
き
な
い
状
況
で
す
。
今

後
は
、
当
町
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
て
新
鮮
で
品
質
の
良

い
食
材
を
、
単
価
を
抑
え
な
が
ら

納
入
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
納
入

業
者
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
給
食
の
食
べ
残
し
に
つ
い

て
は
毎
日
発
生
し
て
お
り
、
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ど
の
食
材
の
食
べ
残
し
が
多

い
か
な
ど
の
調
査
、
味
付
け
や
調

理
方
法
な
ど
の
検
討
、
給
食
の
時

学

校

給

食

に

つ

い

て

　

県
が
作
成
す
る
資
料
で
は
、
学

校
給
食
で
の
地
場
産
物
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
、
県
内
平
均
で
は

59
・
２
％
で
あ
る
の
に
対
し
当
町

で
は
42
・
９
％
と
低
い
数
字
に

な
っ
て
い
ま
す
。
地
場
産
物
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
基
幹
産
業

で
あ
る
農
畜
産
業
が
活
性
化
さ
れ

ま
す
の
で
、
割
合
を
引
き
上
げ
る

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
現
状
の
原
因
と
活
用
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

　

学
校
給
食
で
の
食
べ
残
し
が
全

国
で
年
間
５
万
ｔ
に
な
る
と
の
調

査
結
果
も
あ
り
ま
す
。
当
町
の
食

べ
残
し
を
出
さ
な
い
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
の
福
島
第
一
原
発

事
故
で
は
放
射
能
汚
染
の
風
評
被

害
に
よ
り
出
荷
停
止
の
農
作
物
も

あ
り
ま
し
た
。
学
校
給
食
に
関
す

る
放
射
性
物
質
の
検
査
の
実
施
状 増田 光利 議員

間
で
の
食
育
の
充
実
な
ど
、
残
量

を
減
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
放
射
能

測
定
器
に
よ
り
毎
日
１
食
分
の
測

定
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。
現
在
ま
で
に
測
定
結
果
が
基

準
値
を
超
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

地
域
防
災
計
画
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い

て
・
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

選挙を通してまちづくりに
参加しましょう
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充
実
、
防
災
・
防
犯
体
制
を
強
化

し
た
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
。
第
四
に
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
、
女
性
の
持
つ
力

を
発
揮
す
る
機
会
の
創
出
を
。
第

五
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
率
的

な
行
財
政
運
営
や
ふ
る
さ
と
納
税

の
強
化
に
よ
る
自
主
財
源
確
保
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

財
源
確
保
対
策
と
し
て
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
た
納
税
な

ど
の
納
税
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

や
納
税
が
困
難
な
場
合
の
生
活
再

建
型
の
納
税
相
談
に
よ
り
税
収
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
工

業
系
土
地
利
用
を
模
索
し
、
企
業

誘
致
に
よ
る
雇
用
の
場
の
確
保
を

目
指
し
ま
す
。
国
や
県
か
ら
補
助

金
を
受
け
る
た
め
に
は
近
隣
市
町

村
や
国
、
県
と
の
関
係
性
も
重
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
事
あ
る
ご
と

に
当
町
の
ま
ち
づ
く
り
や
事
業
の

必
要
性
を
訴
え
、
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
努
め
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
少
子
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

　

町
長
は
選
挙
出
馬
の
際
に
、「
生

ま
れ
育
っ
た
愛
す
べ
き
郷
土
を
小

さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
誇
り
あ

る
町
と
し
て
発
展
さ
せ
、
子
孫
に

き
ち
ん
と
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
指

し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
新
町 小島 由久 議員

新

町

長

と

し

て

行

政

運

営

を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

長
の
手
腕
に
町
民
も
期
待
し
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
町
長

も
確
固
た
る
意
志
と
信
念
を
持
っ

て
応
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
行
政
改
革
、
行
政
運
営
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
を
伺

い
ま
す
。

　

現
在
、
当
町
の
借
金
と
な
る
起

債
残
高
は
特
別
会
計
を
含
め
る
と

１
２
５
億
円
超
の
大
き
な
額
に
な

り
、
義
務
的
な
支
出
に
圧
迫
さ
れ

当
町
の
財
政
状
況
は
厳
し
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
運
営
を

行
う
た
め
に
は
町
の
自
主
財
源
の

ほ
か
、
国
や
県
の
補
助
金
を
い
か

に
確
保
す
る
か
が
重
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。
財
源
を
ど
の
よ
う
に
確

保
し
て
い
く
の
か
、
質
問
し
ま
す
。

町　

長　

行
政
運
営
の
方
針
と
し

て
は
、
第
一
に
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
の
全
国
で
の
地
位
向
上
と
企

業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
確
保
を
。

第
二
に
病
気
予
防
の
意
識
の
醸
成

や
健
康
診
断
の
拡
充
、
子
育
て
に

関
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
、

介
護
体
制
づ
く
り
と
介
護
予
防
に

よ
る
介
護
負
担
の
低
減
を
。
第
三

に
人
材
育
成
の
た
め
英
語
教
育
の

長
が
後
世
に
向
け
て
ま
く
種
、
独

自
の
政
策
と
は
何
か
を
伺
い
ま

す
。

町　

長　

今
回
の
町
長
選
挙
で
は

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
を
継
承
す
る
と
訴
え
て
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
農
業
を
基
幹
産
業

と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推

進
に
よ
る
人
間
性
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
継
承
す
る
と
い
う
理
念
を

意
味
し
ま
す
。
私
は
そ
こ
に
少

子
・
高
齢
対
策
を
前
面
に
押
し
出

し
、
こ
の
時
代
を
し
な
や
か
に
生

き
抜
く
と
い
う
基
本
理
念
を
示
し

ま
し
た
。
「
し
な
や
か
に
」
と
い

う
言
葉
は
、
今
後
何
度
も
訪
れ
る

と
思
わ
れ
る
社
会
情
勢
の
変
化
や

危
機
に
押
し
流
さ
れ
そ
う
に
な
っ

て
も
、
そ
の
度
に
起
き
上
が
る
力

強
さ
と
、
女
性
の
社
会
参
加
を
イ

メ
ー
ジ
し
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

時
代
の
変
化
に
よ
り
解
決
す
べ

き
問
題
も
変
動
し
ま
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
全
て
を

踏
襲
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
流
れ
を
継

承
す
る
部
分
と
、
時
代
の
潮
流
に

合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
を
融
合
さ

町

政

の

継

続

に

つ

い

て

　

町
長
は
、
「
少
子
・
高
齢
時
代

を
し
な
や
か
に
生
き
抜
く
」
ま
ち

づ
く
り
を
選
挙
公
約
に
掲
げ
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
の
町
政
の
か
じ
取
り

を
町
民
か
ら
託
さ
れ
ま
し
た
。
選

挙
中
、
町
長
は
こ
れ
ま
で
の
町
政

を
継
承
す
る
こ
と
を
訴
え
ま
し

た
。
現
在
、
少
子
高
齢
、
財
政
問

題
、
価
値
観
の
変
容
、
さ
ら
に
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
社
会
な
ど
の
諸
問
題
を

抱
え
た
こ
の
時
期
に
町
政
を
担
う

こ
と
は
果
敢
に
、
柔
軟
に
対
応
し
、

時
に
は
厳
し
い
決
断
を
す
る
場
面

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
以
前
と

は
異
な
る
環
境
下
で
の
町
政
継
続

は
、
果
た
し
て
そ
れ
が
正
解
な
の

か
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
町
政

の
継
続
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

お
尋
ね
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
長
が
目
玉
と
す
る
政

策
に
つ
い
て
も
多
く
の
町
民
が
期

待
を
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
４
年
あ
る
任
期
の
中
で
、
町 大里 岳史 議員

せ
、
確
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

私
の
政
策
の
一
番
の
目
玉
と
な

る
の
は
、
農
業
を
基
幹
産
業
と
す

る
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
部
分
に
な

り
ま
す
。
基
幹
産
業
と
い
う
か
ら

に
は
、
農
業
が
工
業
、
商
業
、
町

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
存

在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
財
源
の
確
保
を
基

本
路
線
と
す
る
こ
と
で
考
え
て
い

ま
す
。
ど
の
対
策
を
取
る
に
し
て

も
財
源
確
保
が
肝
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
や
り
遂
げ
る
考
え
で
す
。

・
少
子
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て
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た
こ
と
に
よ
り
、
同
時
に
町
議
会

議
員
補
欠
選
挙
も
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
辞
職
の
タ
イ
ミ

ン
グ
に
よ
っ
て
は
補
欠
選
挙
が
行

わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
得
ま
し
た

が
、
今
回
の
よ
う
な
行
動
を
選
択

し
た
理
由
を
伺
い
ま
す
。

町　

長　

昨
年
の
町
議
会
議
員
一

般
選
挙
の
際
に
は
、
私
は
町
職
員

を
辞
職
し
選
挙
に
臨
み
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
に
関
し
て
も
選
択
肢

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
自

分
の
退
路
も
断
つ
と
い
う
意
味
も

あ
り
、
辞
職
し
た
上
で
町
長
選
挙

に
挑
む
こ
と
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

町
長
の
目
指
す
町
政
の
方
針
と

は
、
谷
中
聰
前
町
長
の
も
の
を
受

け
継
ぐ
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も

大
久
保
司
元
町
長
の
も
の
も
含
め

て
受
け
継
い
で
い
く
の
か
、
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。

町　

長　

谷
中
前
町
長
の
町
政
を

継
承
す
る
と
い
う
の
は
、
大
久
保

司
元
町
長
か
ら
の
流
れ
を
受
け
継

い
だ
谷
中
聰
前
町
長
の
流
れ
を
継

承
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

町
長
選
挙
と
町
政
運
営
に
つ
い
て

　

町
長
は
町
職
員
、
町
議
会
議
員

を
経
て
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
は
政
治
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の

か
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町　

長　

議
員
と
し
て
は
８
カ

月
、
少
子
高
齢
、
人
口
減
少
対
策

を
テ
ー
マ
と
し
て
議
員
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
職
員
時
代
に

学
ん
だ
知
識
と
議
員
時
代
に
い
た

だ
い
た
要
望
の
声
を
基
に
、
求
め

ら
れ
て
い
る
も
の
を
し
っ
か
り
と

捉
え
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
立

場
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
常
に
町

民
と
と
も
に
歩
む
と
い
う
姿
勢
は

変
わ
ら
な
い
考
え
で
す
。

　

今
回
の
町
長
選
挙
に
当
た
り
、

議
員
だ
っ
た
あ
な
た
が
辞
職
を
し 大久保 敏夫 議員

　

今
回
の
町
長
選
挙
は
急
な
こ
と

で
し
た
が
、
町
長
が
出
馬
の
意
向

を
固
め
る
当
た
り
、
出
馬
を
勧
め

ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
か
。
ま
た
、
大
久
保
司
元
町
長

か
ら
も
出
馬
を
勧
め
る
声
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
ど
う
で

し
た
か
。

町　

長　

当
時
は
出
馬
す
べ
き
と

い
う
意
見
と
そ
う
で
な
い
意
見
の

両
方
が
あ
り
ま
し
た
。
大
久
保
司

元
町
長
か
ら
具
体
的
に
出
馬
の
要

請
を
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

野
村
勇
元
議
員
の
辞
職
に
伴

い
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
委

員
が
１
名
欠
員
と
な
り
、
副
委
員

長
が
空
席
と
な
っ
て
い
た
た
め
、

９
月
定
例
会
で
委
員
の
選
任
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

副
委
員
長
に
は
小
島
由
久
委
員

が
就
任
し
、
新
た
に
谷
中
理
矩
委

員
が
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

「
請
願
」
「
陳
情
」
は
国
や
地
方
公
共
団
体

な
ど
の
公
共
機
関
に
対
す
る
要
望
を
議
会
に

訴
え
る
手
段
の
こ
と
で
す
。

　

「
請
願
」
と
「
陳
情
」
で
は
提
出
の
方
法

や
取
り
扱
い
が
異
な
り
ま
す
。

請
願
・
陳
情
は

ど
な
た
で
も
提
出
で
き
ま
す

○
請
願

　

そ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
議
員
の
紹
介

が
必
要
で
す
。

　

そ
の
内
容
を
所
管
す
る
常
任
委
員
会

で
審
議
し
ま
す
。

○
陳
情

　

議
員
の
紹
介
は
不
要
で
す
。

　

提
出
さ
れ
た
陳
情
の
写
し
を
全
議
員

に
配
布
し
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議
会
の
構
成

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

水
垣 

正
弘

副
委
員
長　

小
島 

由
久
（
新
）

委
員　
　
　

谷
中 

理
矩
（
新
）

　
　
　
　
　

生
井 

和
巳

副委員長

小島 由久

委員

谷中 理矩

委
員
会
の
構
成
が

変
わ
り
ま
し
た
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よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
議

会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
議
会
傍
聴
や
施

設
見
学
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
各
種
団
体
や
学
校
の
社

会
見
学
に
お
取
り
入
れ
く
だ

さ
い
。

　

次
の
定
例
会
は
12
月
に
行

い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議
会
を傍

聴
し
ま
せ
ん
か
？

　

 

議
会
事
務
局

℡ 

０
２
９
６
‐
48
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
１
１
０
）

問

野
村
町
長
の
初
登
庁
日
に

　
　
　
　
　

 

　
　

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た

　

９
月
７
日
、
中
山
議
長
と
廣
瀬
副
議
長
は
野
村
町

長
と
面
会
し
、
意
見
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

日
、
就
任
後
初
登
庁
と
な
っ
た
野
村
町
長
は
古
宇
田

副
町
長
と
共
に
役
場
内
に
あ
る
正
副
議
長
室
を
早
速

訪
れ
、
中
山
議
長
と
廣
瀬
副
議
長
に
面
会
し
ま
し
た
。

　

中
山
議
長
は
町
長
に
対
し
て
初
当
選
の
お
祝
い
の

言
葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
「
お
互
い
執
行
部
と
議

会
と
い
う
異
な
る
立
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
発
展

の
た
め
に
も
よ
り
良
い
方
向
性
を
導
き
出
せ
る
よ

う
、
活
発
に
議
論
を
重
ね
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
声

を
か
け
ま
し
た
。

野村町長と意見を交わす中山議長と廣瀬副議長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
を
取
り
な
が
ら
議
会
を
行
い
ま
し
た

議
会
例
会
を

　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た

　

定
例
会
な
ど
の
議
会
以
外

に
も
議
員
全
員
が
集
ま
り
、

議
員
同
士
の
情
報
の
共
有
や

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
な
ど

を
目
的
と
し
て
議
会
例
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

例
会
で
は
、
町
執
行
部
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
の
た
め
の
補

正
予
算
や
今
年
度
実
施
さ
れ

て
い
る
第
６
次
総
合
計
画
の

策
定
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
、
防
犯
灯
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
事
業
、
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
事
業
補
助
金
、
デ
マ
ン

ド
交
通
事
業
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
な

ど
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
対

応
し
た
議
会
運
営
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、

今
年
６
月
に
行
わ
れ
た
公
職

選
挙
法
の
改
正
に
関
す
る
情

報
の
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

　

傍聴席では間隔を空けて
着席するよう呼び掛けました

八千代町　議会

密の状態を避けるため
議会モニター室を新設しました

議会のホームページは
こちらから！
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白菜のミートソースグラタン
  調理時間

10 分

食材（２人分）

白菜　　　　　　　　　　　　４枚
ほうれん草　                             適量
　※家に余っている野菜でもＯＫ　　　　　　　
市販のミートソース               250 ｇ
とろけるチーズ                         適量
オリーブオイル                    小さじ２
黒胡椒　　　　　　　　　　　適量
パセリ　　　　　　　　　　　適量

作り方

１　白菜を食べやすい大きさに切る。
２　フライパンにオリーブオイルを入れ、中火で熱し、白菜がしんなりするまで炒める。
３　ほうれん草をさっと茹でる。
４　炒めた白菜に市販のミートソースを入れ和える。
５　耐熱容器にミートソースを和えた白菜を入れ、茹でたほうれん草ととろけるチーズを乗せ、
　　電子レンジで温める。
６　黒胡椒、パセリを振りかける。

白菜は甘味があり、加熱をするとトロトロな舌触りになります。

くせのない淡泊な味は他の材料との相性がよく、調理法も選びません。

様々な料理にお使いいただき、白菜をたくさん食べましょう！

　精進料理では、体のために特に食べたい食材を
「養生三宝」と呼びます。これは、中国の不老長寿
の薬膳からの教えが引用されています。白菜は、
大根、豆腐に並び冬の健康維持に欠かせない食材と
して、養生三宝のひとつに数えられる野菜です。
　白菜の約 95% は水分ですが、ビタミン C、カリ
ウム、マグネシウムや亜鉛などのミネラル類がバ
ランスよく含まれており、食物繊維も豊富なので
整腸やダイエットにも効果的です。
　寒さで甘味が増し、柔らかく美味しい八千代町の
秋冬白菜をぜひご賞味ください。

　精進料理では、体のために特に食べたい食材を
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寒い日に
　　八千代町の秋冬白菜はいかがですか？
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